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特集 暮らしを支える水道の復興を目指して

　現在、国、県及び構成市の石巻市・東松島市では、被災した方々が一日も早く普段の生活を取り戻すため、復

旧・復興計画に基づいた各種事業を推進しています。

　当企業団においても、安心安全な水道水の安定供給体制を確立するため、復旧・復興事業を重点事項として取

り組んでいます。

　また、東日本大震災が水道事業経営に与えた影響は大きく、将来に向けた経営の健全化を図っていくため、効率

的・効果的な事務事業の実施に取り組んでいます。

　今回の特集は、企業団が取り組んでいる復旧・復興事業の内容について紹介します。

水道施設の災害復旧

　東日本大震災により被災した多くの居住地や道路、河川、港湾・

漁港施設などについては、国、県及び構成市の石巻市・東松島市

が各復旧・復興計画に基づき、事業を実施しています。

　企業団の水道施設の災害復旧工事は、各機関が行う事業に併せ

て実施しており、工事の着手時期、工事工程、施工手順については、

各機関と協議を進めながら、着実に行っています。

●各機関が実施している復興事業は下記のとおりです。

漁業集落防災機能強化事業／漁港施設災害復旧事業／農地海

岸堤防復旧事業／道路災害復旧事業／臨港道路災害復旧事業

／海岸災害復旧事業／防潮堤災害復旧事業／臨港道路・防潮堤

災害復旧事業／漁業集落防災機能強化事業／震災復興防潮堤

事業／防災集団移転促進事業など

水道管布設状況

水道管布設工事の様子水道管布設工事の様子

日和埠頭日和埠頭

石巻市釜谷石巻市釜谷

石巻魚市場前石巻魚市場前

野蒜海岸野蒜海岸
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蛇田浄水場移転復旧事業

　この事業は、東日本大震災により甚大な被害を受けた蛇田浄水場の機能を須江山浄水場に移転復旧するもので、

平成２８年度の完成を目指して事業を進めています。

　また、より災害に強い施設とするため、既存施設についても耐震化対策を実施します。

　完成後の浄水処理能力は、一日当たり８万立方メートルとなり、石巻市と東松島市の約１４万人に供給する企業

団で一番大きな浄水場になります。

【新たに増設した施設の進捗状況】

◆耐震化対策
　より災害に強い施設とするため、須江山浄水場の既存施設についても耐震化対策を実施しており、完

成後には、企業団全体の浄水処理施設の耐震化率が 73％に上昇します。

◆炭酸ガス注入設備
　原水（川の水）に含まれる砂や泥などを取り除きやすくするために、炭酸ガスを注入しｐH値を調整

する設備で、浄水処理の効率を更に高めるため、新たに導入します。

◆太陽光発電設備
　須江山浄水場を災害時の応急給水活動の拠点とするため、太陽光発電設備を新たに設

置します。再生可能エネルギー設備の導入により、環境負荷の低減にもつながります。

新
た
な
取
り
組
み

※建物については工事が完了し、現在は機械・電気設備の工事を行っています。

送水ポンプ棟 須江山浄水場 
（着工前） 

管理棟 

沈澱池 

ろ過池 
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企 業 団 議 会 報 告

平
成　

年
第
３
回
定
例
会

２６

　

平
成　

年
企
業
団
議
会
第
３
回
定
例
会
は

２６

　

月
３
日
の
１
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま

１２し
た
。

　

「
平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業

２６

団
補
正
予
算
」
ほ
か
２
議
案
が
審
議
さ
れ
、

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第　

号
議
案

１０

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
職
員
の
配
偶
者

同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
新

た
に
配
偶
者
同
行
休
業
制
度
が
設
け
ら
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例
を

新
規
に
制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
職
員

が
外
国
で
勤
務
等
を
す
る
配
偶
者
と
３
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
の
期
間
で
生
活
を
共
に
す

る
場
合
、
職
員
と
し
て
の
身
分
を
保
有
し
た

ま
ま
職
務
に
従
事
し
な
い
こ
と
を
認
め
る
も

の
で
す
。

※
第　

号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１０

蛇
田
浄
水
場
の
跡
地
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

移
転
後
の
蛇
田
浄
水
場
の
跡
地
利
用

に
つ
い
て
伺
う
。

　

内
部
組
織
の
主
要
施
設
跡
地
利
用
等

検
討
委
員
会
が
取
り
ま
と
め
た
報
告
書

で
は
、
継
続
使
用
す
る
管
路
用
地
や
防
災
拠

点
施
設
な
ど
へ
の
利
活
用
は
考
え
ら
れ
る
も

の
の
、
敷
地
全
て
を
企
業
団
が
利
活
用
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
た
め
、
周
辺
地
域
の
環

境
に
配
慮
し
た
有
償
貸
付
も
併
せ
て
考
え
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
構
造
物
等
の
撤
去
に
多
額
の
費

用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
や
敷
地
に
は
国
有
財

産
が
含
ま
れ
て
い
る
な
ど
、
課
題
が
山
積
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
引
き
続
き
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問 答 

COUNCILCOUNCIL

◇
第　

号
議
案

１１

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
職
員
の
育
児
休

業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
伴
い
、
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
に
改
正
を
要
す
る
こ
と
と
、

こ
れ
ま
で
に
該
当
事
例
が
な
く
改
正
を
見
合

わ
せ
て
い
た
非
常
勤
職
員
に
関
す
る
部
分
を

併
せ
て
改
正
す
る
も
の
で
す
。

※
第　

号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

11◇
第　

号
議
案

１２

平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
補
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正
予
算
（
第
３
号
）
に
つ
い
て

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
①
本
年
８
月
７
日

人
事
院
が
民
間
給
与
と
の
格
差
を
解
消
す
る

た
め
、
若
年
層
に
重
点
を
置
き
な
が
ら
俸
給

表
の
水
準
の
引
上
げ
と
、
ボ
ー
ナ
ス
の
年
間

支
給
月
で
０
・　

月
分
の
引
上
げ
を
主
な
内

１５

容
と
し
て
勧
告
し
た
国
家
公
務
員
の
一
般
職

の
職
員
の
給
与
改
定
を
ベ
ー
ス
に
、
構
成
市

の
動
向
も
考
慮
し
た
中
で
の
給
与
改
定
及
び

人
事
異
動
等
に
伴
う
給
与
に
係
る
不
用
額
が

生
じ
た
こ
と
。
②
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

事
故
に
伴
う
平
成　

年
度
分
の
損
害
賠
償
金

２４

額
が
確
定
し
た
こ
と
。
③
東
日
本
大
震
災
に

係
る
災
害
復
旧
費
補
助
事
業
の
特
例
査
定
の

一
部
保
留
解
除
に
伴
い
災
害
復
旧
工
事
が
発

生
し
、
修
繕
費
並
び
に
そ
の
財
源
を
増
額
す

る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
補
正
し
た

も
の
で
す
。

※
第　

号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

１２

一 　

般　
 
質　
 
問

　

第
３
回
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
１
名

の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

要
旨
と
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。



－ 5－

団
予
算
」
ほ
か
１
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

職
員
の
不
祥
事
に
つ
い
て　
　
　
　
 　
  　

　

こ
れ
ま
で
の
飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け

た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成　

年
１
月
に
、
職
員
の
飲
酒
運

１９

転
に
係
る
懲
戒
処
分
基
準
の
施
行
及
び

飲
酒
運
転
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定
し
、
そ

の
後
、
懲
戒
処
分
の
基
準
を
明
確
か
つ
総
合

的
な
も
の
と
す
る
「
職
員
の
懲
戒
処
分
の
基

準
に
関
す
る
要
綱
」
を
作
成
し
、
全
職
員
に

周
知
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
の
場
な
ど
で
は
、
飲
酒
運

転
根
絶
を
唱
え
る
こ
と
を
慣
例
化
す
る
な
ど
、

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

再
発
防
止
策
と
職
員
に
対
す
る
指
導

に
つ
い
て
伺
う
。

　

企
業
団
職
員
と
し
て
、
信
用
を
失
墜

さ
せ
る
行
為
の
な
い
よ
う
、
常
に
細
心

の
注
意
を
払
い
、
特
に
自
動
車
の
運
転
に
つ

い
て
は
、
交
通
規
則
の
遵
守
に
つ
い
て
公
私

に
わ
た
り
留
意
す
る
よ
う
、
服
務
規
律
の
確

保
及
び
職
員
の
綱
紀
粛
正
を
徹
底
し
て
い
き

ま
す
。

平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
予

２７

算
　

平
成　

年
度
予
算
は
、
前
年
度
に
引
き
続

27

き
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
・
復
興

関
連
事
業
に
重
点
を
置
き
、
長
期
的
に
安
定

し
た
水
道
水
の
供
給
体
制
の
確
立
と
将
来
の

基
礎
を
再
構
築
す
る
こ
と
を
基
本
に
編
成
し

ま
し
た
。

　

水
需
要
に
関
し
て
は
、
事
業
の
再
開
及
び

被
災
者
の
生
活
再
建
、
更
に
は
復
興
需
要
等

に
よ
り
、
震
災
後
の
落
ち
込
み
か
ら
一
時
的

に
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
そ
の
傾
向
も
鈍
化
し
て
き

て
お
り
、
本
格
的
な
水
需
要
の
回
復
に
は
時

間
が
掛
か
る
も
の
と
予
測
さ
れ
、
大
変
厳
し

い
経
営
状
況
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
今

後
も
、
な
お
一
層
の
効
率
的
経
営
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

な
お
、
予
算
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

７
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

漏
水
対
策
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

漏
水
状
況
と
漏
水
対
策
に
つ
い
て

伺
う
。

　

有
効
率
に
つ
い
て
は
、
震
災
前
に
比

べ
て
大
幅
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
第
７
次
漏
水
防
止
対
策
基
本
計
画
に
基

問 答 問 答 

　

今
後
は
、
管
理
事
務
所
及
び
営
業
所
の
本

部
へ
の
統
合
や
浄
水
処
理
業
務
の
一
部
委
託

な
ど
を
検
討
し
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

被
災
水
道
管
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て　
　
　

　

被
災
水
道
管
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

進
捗
率
を
伺
う
。

　

構
成
市
等
の
各
復
興
事
業
に
併
せ
て

水
道
管
の
布
設
等
を
進
め
て
お
り
、
災

害
査
定
を
受
け
た
管
路
延
長
４
７
８
㎞ 
の
う

ち
約　
 
㎞ 
を
復
旧
し
進
捗
率
は
３
・
９
％
に

１９

な
り
ま
す
。

水
道
管
布
設
等
の
要
望
に
つ
い
て　
　
　
　

　

　

水
道
管
布
設
等
の
要
望
に
対
す
る
今

後
の
方
向
性
を
伺
う
。

　

新
た
な
配
水
管
の
布
設
に
つ
い
て
は
、

給
水
人
口
や
給
水
量
を
調
査
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
不
良
個
所
が
あ
れ
ば
、
配
水

管
の
布
設
替
え
等
に
よ
り
、
給
水
改
善
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

地
球
に
や
さ
し
い
水
道
事
業
に
つ
い
て　
　

　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
採
用
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
可
能
性
を
検
討
す
る

と
あ
る
が
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　

平
成　

年
度
で
は
、
須
江
山
浄
水
場
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を
応
急
給
水
拠
点
と
し
て
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
補
助
事
業
を
活
用
し
、
防

　

平
成　

年
企
業
団
議
会
第
１
回
定
例
会
は

２７

２
月
３
日
か
ら
２
月
５
日
ま
で
の
３
日
間
の

会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業

２７

平
成　

年
第
１
回
定
例
会

２７

◇
第
１
号
議
案

づ
き
、
給
水
区
域
全
域
の
漏
水
調
査
を
実
施

し
、
増
加
し
て
い
る
漏
水
量
の
減
少
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
漏
水
は
大
き
な
損
失

と
な
る
の
で
有
効
率
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

老
朽
管
の
更
新
計
画
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　

耐
用
年
数
が
過
ぎ
た
水
道
管
の
取
替

え
に
つ
い
て
は
、
そ
の
財
源
確
保
の
た

め
に
水
道
料
金
を
急
激
に
値
上
げ
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
、
計
画
的
に
実
施
す
べ
き
と
思

う
が
見
解
を
伺
う
。

　

老
朽
管
の
更
新
に
つ
い
て
は
、
現
在

は
復
興
事
業
に
重
点
を
置
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
震
災
前
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
更
新

事
業
は
中
断
し
て
い
る
も
の
の
、
復
興
事
業

や
改
良
事
業
に
併
せ
て
老
朽
管
・
石
綿
セ
メ

ン
ト
管
等
の
更
新
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
復
興
事
業
が
一
段
落
し
た
時
点

で
、
老
朽
管
の
改
良
へ
シ
フ
ト
し
計
画
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

経
営
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

経
営
基
盤
の
強
化
を
目
的
と
し
た
施

設
の
統
廃
合
や
組
織
体
制
の
見
直
し
と

あ
る
が
具
体
的
な
内
容
を
伺
う
。

　

施
設
の
統
廃
合
や
組
織
体
制
の
見
直

し
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
合
併
旧

町
の
営
業
所
の
統
廃
合
や
蛇
田
浄
水
場
か
ら

の
集
中
管
理
を
、
更
に
は
水
道
料
金
等
徴
収

業
務
委
託
に
よ
る
営
業
部
門
の
本
部
へ
の
統

合
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

問 答 

問 答 問 答 

問 答 問 答 問 答 
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災
拠
点
施
設
と
す
る
必
要
最
小
限
の
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
計

画
内
容
は
、
発
電
量　
　

の
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

13
kw

ル
と　
　

の
蓄
電
池
を
設
置
し
ま
す
。

25
kwh

　

ま
た
、
須
江
山
浄
水
場
の
新
し
い
照
明
設

備
は
全
て
高
効
率
照
明
設
備
を
設
置
す
る
計

画
で
す
。

企
業
団
職
員
分
限
懲
戒
審
査
会
に
つ
い
て　

　

職
員
の
懲
戒
処
分
に
伴
う
企
業
団
職

員
分
限
懲
戒
審
査
会
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。
　

企
業
団
分
限
懲
戒
審
査
会
は
、
企
業

団
の
事
務
局
長
以
下
の
課
長
等
の
管
理

職
で
構
成
し
て
お
り
、
審
査
会
で
は
、
酒
気

帯
び
運
転
の
動
機
、
過
失
の
度
合
、
企
業
団

等
に
与
え
た
信
用
、
損
害
の
程
度
、
行
政
処

分
並
び
に
刑
事
罰
の
内
容
や
他
の
公
共
団
体

に
お
け
る
事
例
な
ど
を
総
合
的
に
審
査
し
、

停
職
３
ヶ
月
の
処
分
を
決
定
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
補

26

正
予
算
（
第
４
号
）

　

補
正
の
主
な
理
由
は
、
①
上
水
道
、
簡
易

水
道
の
災
害
復
旧
事
業
及
び
改
良
事
業
に
お

い
て
、
災
害
復
旧
事
業
の
特
例
査
定
に
係
る

一
部
保
留
解
除
及
び
関
係
機
関
と
の
各
工
事

工
程
の
調
整
等
に
伴
い
、
本
年
度
事
業
費
及

び
そ
の
財
源
額
を
変
更
す
る
必
要
が
生
じ
た

こ
と
。
②
継
続
費
を
設
定
し
て
い
る
上
水
道

の
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業
及
び
簡
易
水
道

の
鮎
川
統
合
施
設
整
備
事
業
に
お
い
て
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
各
施
設
整
備
計

画
を
見
直
す
こ
と
か
ら
、
本
年
度
事
業
費
及

び
そ
の
財
源
額
並
び
に
継
続
費
の
総
額
、
年

割
額
及
び
期
間
を
平
成　

年
度
ま
で
変
更
す

２７

る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
。
③
今
回
の
補
正
に

伴
い
、
消
費
税
を
再
計
算
し
た
結
果
、
納
税

消
費
税
額
等
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
補
正
し
た
も
の
で
す
。

※
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成　

年
度
の
経
営
方
針
に
つ
い
て　
 　

２７

　

　

前
年
度
の
経
営
方
針
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
が
、
企
業
長
の
や
る
気
が
伝

わ
り
、
感
動
と
協
力
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
方

針
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
見
解
を

伺
う
。
　

構
成
２
市
の
復
旧
・
復
興
事
業
で
、

生
活
基
盤
と
な
る
住
宅
再
建
に
対
す
る

水
道
施
設
の
整
備
を
最
優
先
と
し
て
取
り
組

む
と
と
も
に
、
企
業
団
の
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

広
報
紙
の
あ
り
方
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

広
報
紙
を
活
用
し
た
情
報
提
供
に
努

め
る
と
あ
る
が
、
議
会
の
論
議
を
通
じ

て
企
業
団
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
も
、
広

報
紙
の
あ
り
方
を
改
め
る
考
え
に
つ
い
て
伺

う
。　

当
企
業
団
で
は
、
議
会
活
動
だ
け
を

お
知
ら
せ
す
る
「
議
会
だ
よ
り
」
は
現

在
発
行
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
も
現
行

の
広
報
紙
の
充
実
と
併
せ
、
議
会
活
動
等
に

関
す
る
広
報
に
つ
い
て
は
議
会
事
務
局
と
協

議
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

北
上
、
白
浜
地
区
の
水
道
設
備
に
つ
い
て　

　
　
　　

北
上
、
白
浜
地
区
の
復
興
住
宅
に
お

け
る
水
道
の
設
置
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

　

白
浜
地
区
の
復
興
住
宅
が
使
用
し
て

い
る
井
戸
が
、
宮
城
県
の
防
潮
堤
建
設

で
支
障
と
な
り
利
用
で
き
な
く
な
る
も
の
で

あ
り
、
宮
城
県
と
復
興
住
宅
関
係
者
と
の
協

議
を
踏
ま
え
て
、
宮
城
県
及
び
関
係
機
関
と

協
議
の
上
対
応
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

財
政
収
支
見
込
み
に
お
け
る
人
口
動
向
に
つ

い
て　

財
政
収
支
見
込
み
で
は
、
平
成　

年
３６

度
の
純
損
益
で
７
億
４
千
７
百
万
円
の

黒
字
を
見
込
む
も
、　

年
度
以
降
の
人
口
動

27

向
も
試
算
せ
ず
作
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

早
急
に
人
口
動
向
を
把
握
し
、
財
政
収
支
見

込
み
を
修
正
す
べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

　

財
政
収
支
見
込
み
に
お
け
る
水
道
料

金
収
入
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
人
口

動
向
を
は
じ
め
、
過
去
の
実
績
や
地
域
経
済

の
動
向
等
を
加
味
し
て
算
定
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
企
業
団
の
業
務
量
と
し

て
試
算
す
る
給
水
人
口
は
、
構
成
市
の
住
民

基
本
台
帳
を
基
に
算
出
し
て
お
り
、
今
後
の

人
口
動
向
に
つ
い
て
は
策
定
中
と
の
こ
と
か

ら
、
人
口
動
向
を
加
味
せ
ず
算
定
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

国
や
県
と
の
連
携
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

今
後
、
円
滑
な
事
業
運
営
と
す
る
た

め
に
は
、
国
や
県
と
の
太
い
パ
イ
プ
を

構
築
す
る
た
め
の
努
力
を
ど
う
い
う
ふ
う
に

考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　

厚
生
労
働
省
、
宮
城
県
と
は
、
常
に

連
絡
を
密
に
し
、
色
々
な
面
で
協
議
を

続
け
て
き
て
い
ま
す
。

問 答 

問 答 

◇
第
２
号
議
案

一　

般　

質　

問

　

第
１
回
定
例
会
の
一
般
質
問
で
は
、
２
名

の
議
員
か
ら
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

要
旨
と
答
弁
を
紹
介
し
ま
す
。

問 答 問 答 問 答 

問 答 
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ま
た
、
当
企
業
団
は
、
日
本
水
道
協
会
宮

城
県
支
部
の
事
務
局
を
担
っ
て
お
り
、
各
団

体
と
の
連
携
体
制
に
つ
い
て
も
充
実
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
の
場
所
に
つ
い
て　
　

　

水
道
料
金
収
納
委
託
事
業
の
事
務
所

設
置
場
所
に
つ
い
て
伺
う
。

　

受
託
事
業
者
の
石
巻
地
方
水
道
サ
ー

ビ
ス
共
同
企
業
体
よ
り
、
企
業
団
に
近

い
石
巻
市
内
に
設
置
す
る
と
の
受
託
事
業
者

か
ら
の
業
務
提
案
が
あ
り
、
現
在
業
務
を

行
っ
て
い
る
場
所
「
石
巻
市
蛇
田
字
新
下
沼
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

水
道
料
金
体
系
の
見
通
し
に
つ
い
て　
　
　

　

現
行
水
道
料
金
体
系
の
現
状
維
持
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　

財
政
収
支
見
込
み
に
お
け
る
水
道
料

金
収
入
見
込
み
額
は
、
震
災
前
に
対
し

現
在
９
割
ほ
ど
の
回
復
状
況
で
す
が
、
現
行

の
水
道
料
金
体
系
に
よ
り
算
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
平
成　

年
度
ま
で
の
期
間
で
も
震

36

災
前
の
水
準
ま
で
の
回
復
は
厳
し
い
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
震
災
復
興
と
再
生
の
大
変
な
時

期
で
す
の
で
、
現
行
の
水
道
料
金
体
系
は
で

き
る
だ
け
維
持
し
て
い
く
事
業
運
営
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

問 答 

◆収益的収入及び支出
　水道水を供給する日常の経営活動から生じる収入額と支出額を計上し
ています。   

収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

増　減平成２６年度平成２７年度　　　　年度
科目　　　　

81,1874,945,8325,027,019水道料金
△ 16,386916,741900,355その他
363,583365,438729,021特別利益
428,3846,228,0116,656,395合計

支出　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

平成２７年度

予 算 の あ ら ま し
（上水道と簡易水道の合計）

増　減平成２６年度平成２７年度　　　　年度
科目　　　　

67,972830,954898,926人件費
19,661362,219381,880修繕費
19,327282,330301,657動力費
△ 5,237134,469129,232薬品費
17,4251,928,5171,945,942減価償却費

△ 12,706231,153218,447支払利息
△ 61,000154,00093,000消費税納税額
△ 266,9421,697,1681,430,226その他
△ 1,254,4321,595,683341,251特別損失
△ 1,475,9327,216,4935,740,561合計

◆業務の予定量

増　減平成２６年度平成２７年度　　　　　　　　　年度
項目　　　　　　　　　

69477,59278,286給水栓数 　　 　  （栓）
73,00024,882,00024,955,000年間総配水量       （ｍ 3）
20068,17068,370一日平均配水量   （ｍ 3）

◆資本的収入及び支出
　水道施設の建設や改良に関連する収入額と支出額を計上しています。

増　減平成２６年度平成２７年度　　　　　　　　　年度
科目　　　　　　　　　

△ 586,8001,890,4001,303,600企業債
△ 17,60164,39846,797出資金

△ 2,985,6245,551,4752,565,851補助金
△ 118,3871,358,6511,240,264その他
△ 3,708,4128,864,9245,156,512合計

収入　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（単位：千円）

支出　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　（単位：千円）

増　減平成２６年度平成２７年度　　　　　　　　　年度
科目　　　　　　　　　

△ 55,870154,80098,930簡易水道統合施設整備事業費
26,05012,05038,100鮎川統合簡易水道施設整備事業費
723,4002,083,0002,806,400災害復旧事業費

△ 4,940,6337,726,3672,785,734蛇田浄水場移転復旧事業費
592,950843,4431,436,393改良費
△ 16,493761,698745,205企業債償還金
△ 1,00033,73332,733その他

△ 3,671,59611,615,0917,943,495合計

※資本的収入及び支出で、支出に対する収入の不足額は、損益勘定留保資金（現金の支出を伴わず内部
に留保される資金）などで補てんします。

問 答 

健
全
な
財
政
運
営
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　

　

石
巻
市
長
と
い
う
多
忙
な
状
況
で
、

企
業
長
と
し
て
健
全
な
財
政
運
営
は
大

丈
夫
な
の
か
伺
う
。

　

被
災
し
た
蛇
田
浄
水
場
の
移
転
復
旧

事
業
に
つ
い
て
、
企
業
長
と
し
て
震
災

直
後
か
ら
積
極
的
に
要
望
活
動
を
実
施
し
、

国
に
災
害
復
旧
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
後
の
経
営
状
況
は
、
水
道
料

金
収
入
の
大
幅
な
減
収
な
ど
に
よ
り
、
大
変

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
復

旧
・
復
興
事
業
を
重
点
事
項
と
し
て
、
迅
速

か
つ
、
効
果
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
経
営

の
安
定
化
の
た
め
事
務
事
業
の
効
率
化
を
進

め
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
は
引
き
続

き
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

野
蒜
、
宮
戸
地
区
の
配
水
管
に
つ
い
て　
　

　

野
蒜
、
宮
戸
地
区
の
配
水
管
の
増
口

径
の
計
画
概
要
に
つ
い
て
伺
う
。

　

海
苔
養
殖
が
盛
ん
な
宮
戸
地
区
へ
供

給
す
る
管
路
に
つ
い
て
は
、
震
災
以
前

か
ら
道
路
改
良
等
に
併
せ
て
、
配
水
管
を
増

口
径
し
な
が
ら
整
備
・
更
新
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宮
城
県
及
び
東
松
島
市
が
実
施
す

る
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
と
し
て
の
道
路
の

嵩
上
げ
整
備
に
併
せ
て
、
企
業
団
の
災
害
復

旧
事
業
と
し
て
配
水
管
の
増
口
径
を
計
画
し

て
い
ま
す
。

問 答 問 答 
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水
道
の
工
事
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

　

水
道
の
新
設
、
改
造
、
修
繕
な
ど
の
給
水

装
置
工
事
は
、
企
業
団
が
指
定
す
る
「
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
」
だ
け
が
行
う
こ
と

が
で
き
、
資
格
の
な
い
事
業
者
や
個
人
が
、

給
水
装
置
工
事
を
行
う
こ
と
は
違
法
で
す
。

　

今
後
、
工
事
の
予
定
が
あ
る
方
は
、
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
問
】
給
水
装
置
課　

�　

‐
６
７
０
７

９５

使
用
者
名
義
人
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

水
道
使
用
水
量
等
の
お
知
ら
せ
（
検
針
票
）

に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
者
名
義
が
、
婚
姻

や
死
亡
な
ど
の
理
由
で
、
現
在
使
用
し
て
い

る
方
、
ま
た
は
料
金
を
お
支
払
い
に
な
る
方

の
お
名
前
と
異
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

名
義
が
異
な
る
場
合
は
、
名
義
変
更
の
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
手
続
き
は
電
話

で
で
き
ま
す
の
で
、
お
客
様
番
号
を
ご
確
認

の
う
え
、
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

願
い
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
を
使
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、

水
道
の
使
用
者
名
義
を
変
更
す
る
こ
と
に
よ

り
、
併
せ
て
下
水
道
の
使
用
者
名
義
も
変
更

に
な
り
ま
す
。

　

【
問
】 

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

　
　
　
　

お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

�　

ｰ

４
９
５
５
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▼
市
町
合
併
に
伴
う
水
道
施
設
整
備
事
業

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
整
備
す

る
地
域
の
居
住
地
区
や
人
口
動
態
が
定
ま
ら

ず
、
計
画
給
水
量
や
施
設
能
力
の
算
定
が
で

き
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
各
事
業
を
一
時
中

断
し
、
事
業
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

　

各
事
業
の
再
開
に
つ
い
て
は
、
構
成
市
の

復
興
事
業
の
進
捗
状
況
に
併
せ
て
、
新
た
な

施
設
整
備
計
画
を
策
定
し
実
施
す
る
予
定
で

す
。

・
簡
易
水
道
統
合
施
設
整
備
事
業

　

牡
鹿
地
区
及
び
北
上
地
区
の
一
部
を
上
水

道
化
す
る
た
め
、
平
成　

年
度
か
ら
９
ヶ
年

19

の
継
続
事
業
で
進
め
て
お
り
、
最
終
年
度
と

な
る
今
年
度
は
、
送
・
配
水
管
詳
細
設
計
修

正
業
務
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

・
鮎
川
統
合
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

　

平
成　

年
度
か
ら
９
ヶ
年
の
継
続
事
業
で

19

進
め
て
お
り
、
最
終
年
度
と
な
る
今
年
度
は
、

配
水
施
設
詳
細
設
計
修
正
業
務
な
ど
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
災
害
復
旧
事
業

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
災
害
復
旧
事
業
と

し
て
、
災
害
復
旧
事
業
の
一
部
保
留
解
除
に

よ
る
送
・
配
水
管
等
布
設
・
布
設
替
工
事
、

国
、
県
、
市
等
関
係
団
体
の
災
害
復
旧
事
業

に
係
る
送
・
配
水
管
等
移
設
工
事
な
ど
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

 

平

成　

年

度

の

主

な

事

業

と

施

策

２７

▼
蛇
田
浄
水
場
移
転
復
旧
事
業

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
蛇
田
浄

水
場
の
機
能
を
須
江
山
浄
水
場
へ
移
転
す
る

事
業
と
し
て
、
平
成　

年
度
か
ら
５
ヶ
年
の

24

継
続
事
業
で
進
め
て
お
り
、
須
江
山
浄
水
場

及
び
鹿
又
取
水
場
水
処
理
設
備
工
事
、
須
江

山
浄
水
場
浄
水
処
理
施
設
築
造
工
事
・
管
理

業
務
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
改
良
事
業

　

主
に
県
、
関
係
市
の
道
路
改
良
や
下
水
道

工
事
な
ど
と
並
行
し
て
、
石
綿
セ
メ
ン
ト
管

を
含
む
老
朽
配
水
管
の
布
設
替
工
事
や
給
水

改
善
と
し
て
の
配
水
管
布
設
替
工
事
を
予
定

す
る
と
と
も
に
、
平
成　

年
度
か
ら
全
面
的

19

に
採
用
し
て
い
る
耐
震
管
の
Ｎ
Ｓ
形
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
を
布
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
施

設
の
耐
震
強
化
を
図
り
ま
す
。

▼
漏
水
防
止
対
策

　

平
成　

年
度
の
漏
水
防
止
対
策
基
本
計
画

27

に
よ
り
、
各
種
漏
水
防
止
対
策
を
実
施
し
ま

す
。

▼
防
災
対
策

　

非
常
用
飲
料
水
ポ
リ
袋
を
追
加
備
蓄
し
、

応
急
給
水
資
器
材
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼
水
質
対
策

　

原
水
水
質
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
粉

末
活
性
炭
の
注
入
を
実
施
し
ま
す
。

震
災
移
転
時
に
加
入
金
が
免
除
さ
れ
ま
す

　

給
水
装
置
工
事
の
特
例
措
置
と
し
て
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
に
よ
り
移
転
さ
れ
る
お

客
さ
ま
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
加
入
金

免
除
に
係
る
要
件
の
一
部
を
平
成　

年
3
月

３３

　

日
ま
で
の　

年
間
に
つ
い
て
緩
和
し
て
い

３１

１０

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
平
成　

年
3
月　

日
以
降
に

２３

１１

申
請
さ
れ
た
給
水
装
置
工
事
で
、
給
水
区
域

内
で
、
被
災
し
た
場
所
の
給
水
装
置
を
廃
止

し
、
移
転
先
の
居
住
地
で
、
新
た
に
給
水
装

置
を
設
置
す
る
際
に
必
要
と
な
る
加
入
金
が
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免
除
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
建
売
住
宅
や
中
古
住
宅
を
購
入

し
た
場
合
は
、
免
除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
。

　

ま
た
、
要
件
に
該
当
す
る
お
客
さ
ま
で
、

す
で
に
加
入
金
を
お
支
払
い
済
み
の
場
合
は

還
付
い
た
し
ま
す
の
で
、
給
水
装
置
の
工
事

を
行
っ
た
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
等
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
給
水
装
置
課　

�　

‐
６
７
０
７
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水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、便
利
で

確
実
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

水
道
料
金
の
口
座
振
替
（
自
動
払
込
み
）

は
、
お
客
さ
ま
が
指
定
し
た
金
融
機
関
の
預

金
口
座
か
ら
、
自
動
的
に
支
払
わ
れ
る
た
め
、

支
払
時
期
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、

と
て
も
便
利
で
す
。

　

口
座
振
替
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
石
巻

地
方
広
域
水
道
企
業
団
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー
、

石
巻
市
並
び
に
東
松
島
市
内
に
本
支
店
の
あ

る
金
融
機
関
・
郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
日
は
毎
月　

日
、
振
替

22

不
能
と
な
っ
た
場
合
は
、
翌
月
の　

日
に
再

11

振
替
を
行
い
ま
す
。（
当
日
が
金
融
機
関
等

の
休
業
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
と
な
り
ま

す
。）

　

【
問
】
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団

　
　
　
  
お
客
さ
ま
セ
ン
タ
ー

 　

�　

ｰ

４
９
５
５
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水
道
週
間
行
事
の
一
部
中
止
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
か
ら
、
一
日
で
も

早
く
安
心
・
安
全
な
水
道
水
の
安
定
供
給
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
復
旧
・
復
興
事
業

に
重
点
を
置
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
蛇
田
浄

水
場
移
転
復
旧
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
事

業
を
、
迅
速
か
つ
着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
の
で
平
成　

年
度

27

に
つ
い
て
も
、
水
道
週
間
関
係
行
事
の
一
部

を
中
止
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

水
道
週
間
行
事
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

多
く
の
皆
様
に
は
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

◆
中
止
す
る
行
事

　

・
水
道
施
設
見
学
会
（
小
学
４
年
生
対
象
）

　

・
水
道
フ
ェ
ス
タ

　

・
水
源
涵
養
林
植
樹
事
業

　

・
水
道
施
設
一
般
公
開

　

・
一
日
水
道
事
務
局
長
の
委
嘱

【
問
】
経
営
企
画
課　

�　

‐
２
８
４
７

95

【健康のため水を飲もう推進運動より】
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東 松 島 市
石　　　　巻　　　　市

曜
日日月

雄勝地区北上地区桃生地区河北地区河南地区牡鹿地区旧石巻地区

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土4

４

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 晃和工業
96-6651日5

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325土11

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 ミヤケン
25-3077日12

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土18

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0ハシユウ設備工業
73-4090

0 大川屋本店
96-2325日19

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土25

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 晃和工業
96-6651日26

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 ミヤケン
25-3077水29

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325土2

５

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325日3

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651月4

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 ミヤケン
25-3077火5

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 大川屋本店
96-2325水6

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土9

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651日10

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土16

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077日17

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325土23

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325日24

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土30

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 阿部土建
76-2251

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651日31

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土6

6

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077日7

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325土13

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 橋本建設
73-2161

0 大川屋本店
96-2325日14

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651土20

0丸一建設
87-2276

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0 ハシユウ設備工業
73-4090

0 晃和工業
96-6651日21

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077土27

0東邦管工
82-3060

佐藤建設0
57-2811

0 相沢住設
67-3066

0 榮興業
76-1140

0 高橋施工
62-0027

0河南水道工業所
72-2226

0 ミヤケン
25-3077日28

※休日とは、土・日・祝日をさします。
※宅地内修繕は上記の「休日の当番店」掲載以外の指定給水装置工事事業者でも可能です。
※道路からの漏水等に緊急で対応することを優先する場合があります。

　　休日の当番店
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問題　　須江山浄水場の完成後は石巻市と東松島市
　　　 を併せて約何万人に水を供給することができ

　　　 るでしょう？

①８万人　　②１４万人　　③１８万人

応募方法　ハガキに答え（番号）とあなたの住所･氏名･

年齢 ･電話番号を書いて応募してください。

応 募 先　〒９８６-０８６１石巻市蛇田字新上沼１１６番地

　　　　　石巻地方広域水道企業団「すいどうクイズ」係

締め切り　平成２７年４月３０日（木）当日消印有

賞　　品　正解者の中から抽選で１０名の方に、図書

カード（千円分）をプレゼントいたします。

　※　お客さまからいただいた個人情報は、賞品の発送及び「読

者のみなさんより」のコーナーのみに使用するもので、お客さ

まの承諾なく第三者に提供することはありません。

　※　当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきま

す。また、クイズのほかに水道に関するご意見、ご要望、広報

の感想などもお待ちしております。

前回の答え

　前号すいどうクイズの正解は②未来でした。

　正解者７１名の中から厳正な抽選を行いました。

☆すいどうクイズにチャレンジしよう☆

�
「
広
報
広
域
す
い
ど
う
」
を
読
み
子
供
た

ち
が
水
の
大
切
さ
を
作
文
や
絵
に
表
現
し
て

い
る
の
を
見
て
、
日
頃
気
を
付
け
る
よ
う
に

し
て
い
る
が
、
シ
ャ
ワ
ー
や
食
器
を
洗
う
時

な
ど
も
っ
と
水
を
大
切
に
使
っ
て
い
く
こ
と

を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
お
い
し

い
水
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
石
巻
市
貞
山　

Ｅ
さ
ん　
　

才
）
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�
「
特
集
」
水
道
に
関
す
る
作
品
コ
ン
ク
ー

ル
２
０
１
４
を
我
が
家
の
子
ど
も
達
と
読
ま

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
春
、
小
学
校
へ
入
学

す
る
長
女
は
、「
小
学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
、
お

姉
ち
ゃ
ん
達
、
お
話
し
書
く
の
上
手
だ
ね
。」

と
真
剣
に
な
っ
て
私
が
読
む
入
賞
者
の
方
々

の
作
文
に
、
耳
を
傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

　

震
災
時
の
記
憶
は
全
く
な
い
長
女
で
す
が
、

今
回
の
「
す
い
ど
う
」
の
特
集
を
通
じ
て
、

本
人
な
り
に
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し

よ
う
と
す
る
姿
に
、
我
が
子
の
成
長
を
恒
間

見
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

（
石
巻
市
給
分
浜　

Ｙ
さ
ん　
　

才
）
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�
入
浴
後
の
お
湯
は
す
ぐ
に
流
さ
ず
次
の
日

ま
で
浴
槽
に
残
し
て
お
き
ま
す
。
洗
濯
は
も

ち
ろ
ん
、
玄
関
や
ベ
ラ
ン
ダ
の
掃
除
に
使
用

し
無
駄
の
無
い
様
に
使
い
き
り
ま
す
。
震
災

後
か
ら
毎
日
続
け
て
い
る
唯
一
の
こ
と
で
す
。

（
東
松
島
市
小
松　

Ｔ
さ
ん　
　

才
）
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�
「
つ
な
げ
よ
う 
水
の
お
い
し
さ 
未
来
ま

で
」
本
当
に
そ
う
思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も

お
い
し
い
水
が
飲
め
る
よ
う
に
、
身
近
な
所

か
ら
色
々
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
東
松
島
市
矢
本　

Ｔ
さ
ん　
　

才
）
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�
キ
レ
イ
な
水
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
石
巻
市
美
園　

Ｍ
さ
ん　
　

才
）
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表 紙 よ り表  紙  よ  り

企業団オフィシャルホームページ

　広報紙で掲載したお知らせのほか、放射性物質の測

定結果など、最新情報を公開しています。

　また、パソコン、タブレット、スマートフォンなど、

ご使用の環境に応じてホームページを快適にご利用い

ただけます。

　ぜひアクセスしてみてください。

http://www.ishikousui.or.jp 

　長く寒い冬が終わり、花々が咲きはじめ、

待ち遠しかった暖かい春の訪れを感じるよう

になりました。

　寒さに負けず外で元気に遊んでいた子供た

ちも、ポカポカとした陽だまりの下で、汗を

かきながら遊んでいます。

　遊んだ後には、上手に手洗い、うがいでき

たかな？

　ゴクゴクとお水を飲んで水分補給をして下

さい！

た
く
さ
ん
の
お
便
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

たくさんの笑顔のプレゼントありがとう！
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